
南宇和ライオンズクラブ  
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20年以上に渡り、スポーツ交流などの事業を継続  

「進める会」会員の中核に多くのライオンズ会員  

当地のネットワークに欠かせない存在  
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「進める会商宇和福祉リサイクル活動  
・「進める会」の交流活動の中で出会った主体的な多職種の地域住民が主   
導でH8年開始。年間延べ1000人を越える参加者、今年で13年目。  
－ うどん屋（代表）、大エ、漁師、御荘かき養殖、整形外科医、平山寮生などで立ち上げ  

・当初はリサイクル品をイベントなどで販売、常設店づくりを目指した。  
・呼びかけの言葉は「勝手にボランティア、みんなついなんやけん（みんな同   
じなのだから）」  
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とから自戒を込♂  

上げメンバーの一人  

障害を持つものも、持たないものも同じ地域住民として街づくりを行う市民  
活動。  
あまなつコンサート、人形芝居ぶかなど子供からお年寄りまで楽しめるイベ  
ントを「平山寮」を拠点に開催し続けている。  
H12年夢の常設リサイクルショップ「ハートinハートなんぐん市場」開設。  （地域資源  

。 （NPO法人立ち上げ後もボ  ●   
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なんぐん地図ケア 

南宇和郡医師会主催 H8～  

〃管崩醐‘  

認知症ケア  

介護全般  

家族支援  

医療  

子供の見守り  

障害者福祉  

まちづくり  

など  

・．．・二√。．  

肝深   



ネットワークの特徴  なんぐんの   

と、それを  
神障害者  

ヽ 一＿＿ ■■  

・子供から高齢者まで、男性も女性も、  
・専門職もー地域住民としての参画を心がけている。  

多様な切り口の組織  多様な組織形態（官～官民一体～民）  ●   

ヽ  

う共通の目標に向  同士が「共に生きる  
ッ  幣甥  ＼る。  やかなネ  かって  

既存の団体との協働（ライオンズ、婦人会など）  
強い顔の見えるつながり～2代3代に。幅広い年齢層。  
他地域とのつながりを大切にしてきた。  

斗   一丈十登場綽十∵墾笹 ふ長滝遽㍑朕方々。障害者福祉を  

、∴軋－」 〆首しそれ）ノガ野か地域に根付くために不可欠な存在だと考えている。   
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